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18)腕神経叢麻棒を伴 った外傷性左鎖骨下仮性

動脈癖の l手術症例

L･ .1 '･l､:.-∴ 上 ll

74才,女性.転倒により左鎖骨を骨折 し,近医に入院.

受傷後産鎖骨下から頚部の鷹脹 曲棒痛と左腕神経葉麻痔

が出現 し.1LIF~二H]には完全麻蝉に至---､た.エ二トーLL_rlIL腎

造影で左鎖骨下仮性動脈癖の診断を愛執 当科紹介入院

となった.破裂予防と腕神経葉の圧迫除去を目的に手術

を施行 した. 産額骨を胸鎖関節近傍から骨折部まで切除

し 内側に圧排された左級頚動脈,左鎖骨下動脈,左椎

骨動脈等をテーピソグした.療内をこぼ多量の血栓を認め,

鎖骨下動脈末梢は癖の圧迫をこより閉塞 していた.流入孔

を閉鎖後,自家大伏在静脈で左錘骨下一版窟動脈バイパ

スを施行 した,術後経過は良好で術前に見られた捧痛は

消衆 し 放射 こではあるが麻輝の改善も見られ 現在他

院でリ-ビリ中である.

191高度肝障書,DI(二を合併した順部大動脈
癌の 1手術例
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症例は76才男性.下血を主訴に近医を受診 し血液 検査

で DIC と診断され入院,精査で最大径 5.4cm の腎動

脈下腹部太動脈痛を認めそれに伴うDICと考えられた.

また,高度肝障害 (KICG値 0.039/min)も同時に指

摘された.手術は出血を最小限に抑える方針で,癌を空

置したY塾人工血管置換術を行った.術前術後を通 じ,

DIC には蛋白分解酵素阻害剤,FFP,AT Ⅲ 等の投与

を行い,肝障害には高アソそこア血症の予防を主眼とし

治療を行った.術後経過は良好で,術後20日目に蛋白分

解酵素阻害剤,FFPの投与を中止 したが DIC の増悪

所見は見られなかった.また,術後の画像所見では残存

した療内の血栓化は良好であった.

20)約30年前の照射によると思われる胸壁壊死
の1手術例

渡部 健寛 ･中11｣ 卓
鷹野 達彦 ∴ ~∴

荒井 良重･吉田 桂 ( 同 整形外科)

症例は53歳身性.約30年前に繊毛上皮癌で子宮卵巣摘

出術,さ吊こ肺転移に対 いて放射線治療か施行された.

35歳頃から錬欝病で精神病院入院 していたが,この頃か

ら左背部藤感が出現.且996年 5月発熱と背部藤癖の発

赤が出現 し 切開 ･排膿および抗生物質の投与が行われ

たが,改善せず.加療 目的に1996年9月27日当科紹介

入院,入院後,消毒,洗浄により創部の清浄化を計った

級,1996年12月2日デブリー 打てソおよび広背筋皮弁

をこよる胸壁再建術を施行.術後の経過は良好で第47病日

退院,

21)外傷性も嚢内横隔膜ヘルニアの 1例

平原 浩率 機 転 孝博 鳩 業 寛 露綜含病院)

高橋 昌 (新潟大学第二外科)

鈍的外傷による横隔膜ヘルニアで,腹腔内臓器が心嚢

内のみをこ脱出した極めて稀な症例を経験 したため報告す

ら.症例は51れ 男性.1990午11f十 歩行.~恒こ車には

ねられ左彪胸となり入院中胸腔 ドレナ-ジのみで軽快し

退院 した書受儀後より左胸鰹内のゲル音に窺づいていた

那,イレウス等の症状無 く経過観察されていた.1996年

1月異常音櫓登のため当料紹介きれ 胸部 CTにて心

前方に消化管がみられ 消化管透視にて胃と横行結腸の

-部がヘルニア内容であることが判明した.手術は胸腔

鏡で左胸腔内-和ヘルニアでないことを確認 し 第7肋

間前方より小開胸 し心膜をあげた.脱出臓器を還納 し,

-ルニア門は非吸収糸のマットレス縫合で直接閉鎖した.

術後経過は良好であった.

22)消化管に多発 した悪性血管内皮腫の 1症例

千田 匡･長谷川 磁
金原 英雄 (三条総合病院外科)

症例は41歳男性,昭和51年より慢性腎不全をこて透析治

療を受けていた.平成7年5月爵血にて入院,胃内視鏡

にて幽門部ならびに十二指腸球部に出血性ポリ-プを認

めポリペクトミーを施行,悪性血管内皮腫の診断を得た.

2治療を行ったものの脳転移も出現 し治療効果無く平成

8年 1月20日死亡した.剖検の結果,小腺から嘗腸にか

けて多数の感癌を認め,きちをこ肺,胸鱒関節にも腰痛を

認めた.原発は消化管 (多車心性)と判断された.悪性

血管内皮鹿は血管内皮細胞由来の稀な悪性腫癌で血管肉

腫とも言われる.その原発は皮膚および挽在性の赦部組


